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株式会社アローセブン 
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１． はじめに 

１．１． 警告表示 
 

記号の意味 

 危険 
誤った取扱いをした場合、死亡または重傷を負う危険性があり、その切迫の度合いが高いことを示し

ます。 

 警告 
誤った取扱いをした場合、死亡または重傷を負う危険性があることを示します。 

 注意 
誤った取扱いをした場合、傷害を負うことが想定されるか、または物的損害に関して知っておいてほし

い内容を示します。 

 

 

 

１．２． 安全上のご注意とお断り 

 警告 
 

� 内部に異物を入れないでください。 

本体内部に金属類を入れないでください。また、水などの液体が入らないように注意してください。 

   故障、感電、火災の原因になります。 

 

� 分解しないでください。 

修理技術者以外の人は、絶対に分解や、修理・改造は行わないでください。 

   感電の危険があります。また、発火などの異常動作でケガをすることがあります。 

 

� 落とさないようにしてください。 

本体は安定した場所に設置してください。誤って落としたりすると、破損やケガなどの恐れがあります。 
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 注意 
 
� 指示された電源で使用してください。 
 
� 使用・保管上の注意 
高温・多湿の場所、長時間直射日光の当たる場所での使用・保管は避けてください。 
また、周辺の温度変化が激しいと、内部結露によって誤動作する場合があります。 

 
� 設置場所の注意 
衝撃や振動の加わりやすい場所での使用・保管は避けてください。故障の原因になります。 

 
 

 

 

－ お断り － 

 

� 本製品を医療機器、航空機等には使用しないでください。もし、ご使用になる場合は当社までご相談ください。 
 
� 当社は品質の向上に努めておりますが、半導体製品は故障、誤動作する場合があります。 
本製品の故障または誤動作によって結果的に、人身事故、火災事故等が発生しないよう安全設計に十分ご注

意願います。 
 
� この取扱説明書の記載内容は、2006年 7月現在のものです。 
記載内容を予告なく変更あるいは製造中止することがありますのでご了承ください。 

 
� 無線通信は外来のノイズ、障害物等により一時的に通信できなくなることがあります。このような時でも安全に 
稼動するようにシステム設計してください。 

 
� 本製品は日本国内専用です。 
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１．３． ＴｉｎｙＢｅｅシリーズ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-1 

番号 製品名 説明 
① UM－100 IEEE802.15.4をベースとした無線モデム 
② UMR－100 シリアル通信回路と UM－100を搭載したモジュール 
③ UMU－100 USB と UM－100を搭載したモジュール 
④ UME－100 Ethernet と UM－100を搭載したモジュール 
⑤ 評価キット UM－100の評価基板 
⑥ 開発キット UM－100の開発キット 
⑦ UMIO－100 UM－100を搭載したデジタル入出力モジュール 
⑧ UMAI－100 UM－100を搭載したアナログ入力モジュール 
⑨ UMAO－100 UM－100を搭載したアナログ出力モジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①UM－100 ②UMR－100 

④UME－100 

⑤評価キット 

⑥開発キット 

⑦UMIO－100 

⑧UMAI－100 

⑨UMAO－100

③UMU－100 
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２． 概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．１． 用途 
 防犯・セキュリティ       ： セキュリティ、建物状態（侵入、歪み、温度、振動、弾性波） 

 
 防災                ： 火災、地震、洪水、建物倒壊（煙、歪み、振動、水位） 

 
 環境リスクへの対応      ： 大気汚染、振動（SOx、NOx、ガス、降雨、水質、風雨量） 

 
 農作物などの各種生産過程 ： 生育状態、育成環境（成長度、温度、湿度、土壌） 
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３． 製品仕様 
 

３．１． 寸法図 
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３．２． 一般仕様 
 

項目 内容 
電源電圧 DC12V～24Vまたは、専用 ACアダプタ 
消費電流 (DC12V時) 15mA 以下 
＜無線部仕様＞ 
技術基準 技術基準適合証明取得済み 
空中線電力 0.3mW/MHz以下 
拡散方式 直接拡散 
無線周波数帯 2405MHz～2480MHz 

1MHz間隔 76波 
サービスエリア 屋外環境 200m （見通し距離） 
アンテナ種類 可倒式アンテナ 
＜その他＞ 
重量 約 130g 
外形サイズ 120mm x 60mm x 24mm 
動作温度 -10～+55℃ 

 

３．３． LED表示 
 

    「UM-100 取扱説明書」LED 表示項目をご参照ください。 

 

３．４． コネクタ （ＲＳ－２３２Ｃインターフェース） 
 
パソコンと接続する場合は、リバース（クロス）ケーブルをお使いください。 

 

 物理インターフェース Ｄ－ＳＵＢ ９ピン オスコネクタ （インチネジ） 

 インターフェース仕様 ＲＳ－２３２Ｃ （ＤＴＥモード） 

 

ピン番号 名称 入出力 内容 

１ ＮＣ － 無接続 

２ ＲｘＤ 入力 受信データ 

３ ＴｘＤ 出力 送信データ 
４ ＤＴＲ 出力 本機に電源が投入されていることを示します 
５ ＧＮＤ － シグナルグランド 

６ ＮＣ － 無接続 

７ ＲＴＳ 出力 未使用 
８ ＣＴＳ 入力 未使用 
９ ＮＣ － 無接続 
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４． ディップ SWの設定 
 

４．１． ディップＳＷの設定 
   上フタを取り外すとディップＳＷの設定が出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディップＳＷ 

1 2 
内容 

OFF OFF  通常動作 

OFF ON  システムリザーブ (設定しないで下さい。) 

ON OFF  システムリザーブ (設定しないで下さい。) 

ON ON  ハードリセット     

 
 
 

４．２． ハードリセット方法 
  各種設定を工場出荷の状態に戻します。 
 

1. 電源が切れている事を確認する。 
2. ディップ SW1,2を ONの状態にし、電源を入れる。 
3. LED(A)の緑と LED(B)の緑が交互点灯している事を確認する。 
4. 電源を切り、ディップ SW1,2を OFFにする。 
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５． 電源の接続 
 
本製品に電源を供給する方法は２種類あります。 

ＡＣアダプタを接続するか、ＤＣ入力コネクタからＤＣ電源を供給してください。 

 

５．１． ＡＣアダプタによる電源供給 
 
専用のＡＣアダプタをご使用ください。やむを得ずその他のＡＣアダプタを使用する場合には 

下記のものをお使いください。 

 

 

 

 

 

 

５．２． ＤＣケーブルによる電源供給 
 
本製品には、ＤＣ供給用ケーブルが付属しています。（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源は、ＤＣ＋１２Ｖ～ＤＣ＋２４Ｖを供給してください。 

ＥＩＡＪ ＲＣ－５３２０Ａ 準拠 
電圧区分 2 

赤

黒
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６． 本製品を使用する上での注意点 
 

1.  金属製の物体の近くにアンテナを設置すると、通信距離が短くなることがありますので、なるべく離して 
設置してください。 

 

2.   本製品を屋外で使用する場合には防水ケースに入れるなどの対策が必要です。 
 

3.  無線通信状態が良好な場所に本製品を固定してください。 
（設置する前に通信状態を確認してください。） 

 

 4.  本製品に強い力が加わると、破損する恐れがあります。 
 

5.  異なるユニットのアンテナ間は、できるだけ離してください。 
アンテナが近いと相互に影響し合うため、それぞれの無線通信に影響を与え、無線区間の再送が増加

したり通信可能距離が低下します。アンテナ間は 2m以上離して設置してください。 

 
6.  同一エリアで本製品を 2セット以上動作させる場合は、チャンネルが 5以上離れるように設定してくださ
い。電波干渉の原因となります。 
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７． アフターサービス 
 

� 保証期間中の場合 

保守規定ならびに保証書の記載内容に基づいて修理いたします。 

 

� 保証期間経過後の場合 

修理によって機能が維持できる場合はご要望により有料修理いたします。 

 

� 備品の供給年限について 

本製品の補修用部品の供給年限（期間）は、製造打ち切り後 5年です。 

ただし、供給年限内であっても、特殊部品につきましては、納期等についてご相談させていただく場合も 

あります。 

 

補修用部品の供給は、原則的に上記供給年限で終了いたしますが、供給年限経過後であっても 

部品供給のご要望があった場合には、納期および価格についてご相談させていただきます。 

 

 

 

 

修理・点検・アフターサービスについては 
購入先または弊社までお問い合わせください。
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